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近年、地域活性化やまちづくり、情報

化社会の推進などにおいて、道路に対す

るニーズが高まるとともに、道路空間等

の多様な利活用の促進が求められており、

国においてもこれらのニーズに対応した

様々な施策の展開が図られている。 

 （財）道路新産業開発機構においては、

これらの状況を踏まえて、道路や沿道空

間等に対するニーズの顕在化を図り、実

現化に向けてこれを加速させるような方

策を検討し、その結果を提言・提案すべ

く、平成19年11月、学識経験者、賛助会

員等で構成する「新道路利活用研究会」

を設置した。 

 研究会には、類型別テーマを具体的に

検討する３つの部会を設け、うち１部会

ではより詳細なテーマに対応する分科会

を２つ設け、原則２年間を目途として成

果を出すべく検討を行っているが、先般、

これまでの検討結果を「中間報告」とし

てとりまとめたところである。 

 

（１） 道路空間の有効活用と道路管理に 

おける民間活用部会 

「道路空間の有効活用と道路管理にお

ける民間活用部会」の「道路空間活用分

科会」では、先進事例の調査結果等を踏

まえ、地域活性化等を目的として都市計

画以外の一定の手法により公共性を担保

する場合における道路占用要件の一層の

緩和などの方策について具体的な検討を

進めることとしている。 

同部会の「民間活用管理分科会」では、

道路等の維持管理等を実施している街づ

くり会社等について地域開発の有無や地

域の用途により分類し、管理主体の組織

形態、管理内容、資金方策等を調査し、

その特徴を分析したところ、都心の大規

模開発エリアでは将来の大規模修繕費用

の確保や構成員の移動に伴う権利義務の

承継などが、既存商店街のエリアでは関

係者合意や財源確保、構成員の高齢化な

どが課題と考えられた。このため、これ

らの課題に対応した民間参加の事業スキ

ームを組織形態や運営資金の確保を中心

に検討し、具体的方策をとりまとめるこ

ととしている。 

 

（２） 情報化社会における道路の有効 

活用部会 

「情報化社会における道路の有効活用

部会」では、国道の管理用光ファイバ 

の民間事業者等による利用状況を調査し

たところ、事業者の業種等により、利用

距離等に一定の傾向が見られ（電気通信

事業者は長距離を連続使用、地方公共団

体等は短距離利用）、また、利用者へのア

ンケート結果によれば、接続性の向上、

手続の改善などが課題とされていること

が分かった。このため、主として技術的

な課題や制度・運用面を検討するＷＧと、

利用方法の提案や効果的な利用事例を収

集・整理するＷＧを設けて、具体的な利

活用方策の検討を進めることとしている。 

 

（３） 高速道路を活用した地域の活性化 

部会 

「高速道路を活用した地域の活性化部

会」では、スマートＩＣの利用状況等を

調査したところ、高速道路アクセスの強 

 

 

 

 

化により高速道路の潜在的需要を顕在化

させ、大半の箇所で利用が着実に増加し、

地域の活性化、安心の確保等に効果を上

げていることが分かった。 
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道路の新たな利活用に関する調

査研究 

しかしながら、今後更に厳しさを強める

財政状況等や道路関係公団の民営化 

の趣旨を踏まえつつ、効率的なスマート

ＩＣの整備により既存の高速道路ネット

ワークを一層活用した地域活性化等を進

めるためには、現在の国・道路会社が費

用の大半を負担する方式だけでなく地域

や民間の活力を積極的に活かしたスマー

トＩＣの導入や、ＩＣ、ＳＡ等の更なる

利活用促進を検討する必要があると考え

られる。このため、主として民間主導型

のスマートＩＣの設置・運営方策の検討

をテーマとするＷＧと、広域的な観光へ

の高速道路ネットワークの有効活用方策

の検討をテーマとするＷＧを設けて具体

的な検討を進めることとしている。 

 今後更に具体的な方策の検討を進め、

将来を見据えた道路整備への貢献、道路

にかかわる新しい産業の開発等に資する

提案・提言を最終報告とできるよう努め

ていきたいと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 （新道路利活用研究会構成図） 


